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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 山下和仁 

日本を代表するギタリスト山下和仁氏のインタビュー記事です。私には、ちょっと苦手系なのですが。奥様

が、ギター協奏曲等を作曲している藤家渓子氏ということは、ギター協奏曲 300 選をやっている時に知りま

した。その奥様との二人でのアメリカ演奏旅行の話から始まります。そのあと、二人の娘さんの話に。 

◼ 10 代でコンクール三冠王であった時の話：とにかく聴衆のいる大きなホールで弾くことが何よりの魅

力でした。 

◼ 今一番興味のある作曲家は、カンボジアのチーナリー・ウンです。古い作曲でいうと、やはりバッハで

しょうか。 

ともかく、真面目一辺倒のインタビュー記事で、遊びやユーモアというもののかけらもありません。彼にと

って演奏するということはどういうことなのか。かなりストイックな演奏家ということがわかります。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 樋浦靖晃】  

このギタリストも、全く私は知りませんでした。とても人間的にいい方のようです。特に、山下和仁氏の

がちがちのインタビュー記事を読んだあとでは・・・・・・。 

◼ ともかく演奏活動を行うことに力を入れています。最初のコンサートでは、お客さんは４人でした。

そのあと中野でコンサートをやったらゼロ。だから、どんなコンサートでも怖くないです。 

◼ マルコ・メラニーと出会って、彼の印象に残るコンサートの秘密を教え込まれました。その秘密の一

つは、フレージングです。音楽のフレーズというのは、単語から成り立っている言葉と同じで、句読

点がついているということを考えるようになりました。また、和声感、特に、ドミナントからトニッ

クに行く緊張と弛緩については、「ここまで大げさに？」というぐらいにやらされました。自分ではか

なりやっているつもりでも、まだまだっていうダメ押しばかり。おかげで、耳が鍛えられました。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：田中幹人】 

ライブハウスの店長さんだそうです。この Guitar dream は、海外のすごいギタリストのインタビューが満

載していると同時に、そこいらへんのおじさんも出てくるのが魅力のひとつなのかな・・・・・ 
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【新 マエストロ養成講座 第８回】  

ＮＯ18、19 が手に入らなくてとんでいるので、このシリーズも NO20 で突然「コストの舟歌に変わっ

ています。今回は、パガニーニの「ソナチネ」が教材です。「ソナチネ」いわゆる小さなソナタです。 

 

【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第 5回 カルレバーロ】  

教則本で知っている「カルレバーロ」のヴィラロボス解釈が掲載されている。今回は、プレリュード第

5 番の詳細な解説です。この曲は、他の 4 曲と違ってとても温かみのある癒し系の音楽ですよね。 

 

◼ この前奏曲の“Poco Animato”は、一貫して 譜例 1 のリズムが用いられ、ハーモニーの動きとも結

びついている。冒頭の和音の p 指の二重タッチで弾くこと（二重タッチ？）。 

◼ また、後半の譜例 13 も同様のリズムパターンが現れ、よりそのリズムが重要性を帯びてくる。 

 

 

 

 

 

 

◼ 和音のメロディーを浮き立たせるために、P 指と和音部は指頭で弾き、メロディーの③弦は爪で弾

く。(これは結構難しい！！) 

 

 

・・等の極めて詳細な指示が続きます。これはなかなか勉強になります。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ この Guitar dream を発行しているホマドリーム社の社長である菅原潤氏が、53 歳の若さで亡くなると

いう追悼記事がある。このあと、次第に凋落の道を、ホマドリーム社はたどったのだろうか。 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回は 3 度・6 度の練習で、佐藤氏

オリジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ラテンの代表作「ラ・クンパルシータ」、それとカタローニャ

民謡でカザルスがケネディーの前で弾いた「鳥の歌」のソロアレンジが掲載されている。モンポウでし

たっけ、歌と踊り NO13 でこの「鳥の歌」を題材にしている曲がありますが、このアレンジは、重さは

ないもののギターらしさがあっていいかも。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 21 回も前回の続きで、スケールの解説です。特に短音階スケールの効

果的な練習法、運指パターンについて解説しています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 21 号のメインは、そんなところでしょうか。 

 

 



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 

 


